
汚染水対策スケジュール（1/2）

東京電力ホールディングス株式会社
汚染水対策分野

201９／４／２５現在

24 31 7 14 21 28 5 12 下 上 中 下 前 後

第三セシウム吸着装置設置コールド試験完了（Ｈ３０．７月）

5月

（実績・予定）
・汚染の拡散状況把握

現
場
作
業

【高性能多核種除去設備】
（実績・予定）
　・処理運転

（実績・予定）

・山側第三段階凍結
・未凍結箇所補助工法は2018年9月に完了

現
場
作
業

汚
染
水
対
策
分
野

【増設多核種除去設備】
（実績）
　・処理運転（Ａ・B・Ｃ系統）

（予定）
　・処理運転（A・Ｂ・Ｃ系統）

　

※処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転または
処理停止
※9/14に使用前検査（除去性能確認）を受検，使用前検査終了証
を受領した2017年10月16日よりホット試験から本格運転へ移
行
（運転状態・除去性能はホット試験中と変わらず）
2017年10月12日付　増設多核種除去設備使用前検査終了証受
領
（原規規発第1710127号）

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

【既設多核種除去設備】
（実績）
　・処理運転（Ｂ系統）
　・処理停止（A・C系統）

（予定）
　・処理運転（Ｂ系統）
   ・共沈タンク交換のため処理停止
　　Ａ系統（３／１～６月末）
　　Ｃ系統（３／１～８月末）

浄化設備

現
場
作
業

【サブドレン浄化設備】
（実績）
　・処理運転
（予定）
　・処理運転

現
場
作
業

処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

２０１９年１月２８日　第三セシウム吸着装置使用前検査修了証受領
（原規規発第１９０１２８６号）

【第三セシウム吸着装置】
（実績）
　・第三セシウム吸着装置設置（確認運転）

（予定）
　・第三セシウム吸着装置設置
　（確認運転のため６月中旬まで予定）

現
場
作
業

分
野
名

【１～４号機滞留水浄化設備】
（実績）
　・【１～４号機】建屋滞留水浄化　運用中 現

場
作
業

現
場
作
業

括
　
り

３月

中
長
期
課
題

現
場
作
業

建屋滞留水処理

陸側遮水壁

Ｈ４エリアＮｏ．５タ
ンクからの漏えい対策

備　考6月 7月４月

処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

2017年７月２８日　除染装置関連設備撤去の実施計画変更認可
（原規規発第1707283号）
201７年９月２８日　第三セシウム吸着装置設置の実施計画変更
認可（原規規発第1709285号）

サブドレン汲み上げ、運用開始（2015.9.3～）
排水開始（2015.9.14～）

2016年3月30日　陸側遮水壁の閉合について実施計画変更認可
（原規規発第1603303号）
2016年12月2日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更
認可（原規規発第1612024号）
2017年3月2日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更認
可　（未凍結箇所4箇所の閉合：原規規発第1703023号）
2017年8月15日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更
認可　（未凍結箇所1箇所の閉合：原規規発第1708151号）

【1～４号機】建屋滞留水浄化 運用中

処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ａ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｂ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｃ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

処理運転

山側凍結（第三段階 2017/8/22～

維持管理運転（北側、南側の一部 2017/5/22～ 、海側の一部 2017/11/13～、海側全域･山側の一部 2018/3/14～、山側全域2019/１/22～

モニタリング

B系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

確認運転

Ａ系 共沈タンク交換のため処理停止

Ｃ系 共沈タンク交換のため処理停止
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汚染水対策スケジュール（2/2）

東京電力ホールディングス株式会社
汚染水対策分野

201９／４／２５現在

24 31 7 14 21 28 5 12 下 上 中 下 前 後

5月これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定
分
野
名

括
　
り

３月 備　考6月 7月４月

4号機海側：2017年10月完了

3号機海側：～2018年7月12日完了

１、２号機海側ヤード：2018年８月～201９年１月

その他海側エリア：2019年3月～2020年3月

３号T/B屋根対策ヤード整備：2018年11月～2019年7月

2016年12月8日　Ｈ6エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

2019年2月25日　G6エリアタンク設置について実施計画認可
G6エリア　1330m3（38基）使用承認待ち（18／３８基）

２０１８年８月２３日　Ｈ３，Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置について実施計画認
可　 （原規規発第１８０８２３４号）
Ｈ３エリア　1,356m３（10基）　　Ｈ６（Ⅱ）　1,356m３（２４基）
・Ｈ３使用前検査終了（１０／１０基）
　一部使用承認　２０１８年１１月２日  最終検査５月予定
・Ｈ６（Ⅱ）使用前検査終了（９／２４基）
　一部使用承認２０１８年１２月１３日

2018年2月14日　Ｈ５北エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１８０２１４１５号)

2015年12月14日　Ｈ４エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１５１２１４８号)

設
計
検
討

汚
染
水
対
策
分
野

2018年2月14日　Ｈ6北エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１８０２１４１５号)

2016年12月8日　Ｈ3エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

2018年7月5日　G4南エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８０７０５３号)

2017年10月30日　実施計画変更認可

２０１８年５月３１日　Ｈ５、Ｈ６（Ⅰ）エリアタンク設置につ
いて実施計画認可 （原規規発第１８０５３１７号）
Ｈ５エリア １，２００m３（３２基）　Ｈ６（Ⅰ）エリア１，２
００m３（１１基）
・Ｈ５使用前検査終了（２６／３２基）　２０１８年８月２７日
　一部使用承認      ２０１８年９月１２日
・Ｈ６（Ⅰ）使用前検査終了（１１／１１基）　２０１８年８月
２３日
 　一部使用承認　２０１８年８月２３日・最終検査6月予定

２０１８年６月２８日　Ｂ・Ｂ南エリアタンク設置について実施計画認可（原
規規発第１８０６２８１号）
Ｂエリア１３３０ｍ３（１０基）　７００ｍ３（２７基）、Ｂ南１３３０ｍ３（７基）
・Ｂエリア使用前検査終了１３３０ｍ３（７／１０基）７００ｍ３（２７／２７基）
  一部使用承認　２０１８年１０月２６日

2016年12月8日　Bエリアにおける中低濃度タンクの撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

（実績・予定）
　・追加設置検討（タンク配置）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース工事（堰構築）
　・Ｈ４北エリアタンク設置
　・Ｈ４南エリアタンク設置
　・G６エリアタンク
　・Ｂフランジタンクリプレース工事
　　（タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ５フランジタンクリプレース工事
　　（タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ６フランジタンクリプレース工事
　　（地盤改良、タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ３フランジタンクリプレース工事
　　（－（タンク設置作業待ち））
　・Ｈ５エリアタンク設置
　・Ｈ６（Ⅰ）エリアタンク設置
　・Ｂエリアタンク設置
　・Ｈ３エリアタンク設置
　・Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置
　・G6フランジタンクリプレース工事
　・G6エリアタンク設置
　・Ｇ４南フランジタンクリプレース工事（タンク解体）
　・Ｅフランジタンクリプレース工事（タンク解体準備）
　・Ｇ1横置きタンクリプレース工事（タンク基礎新設）

中
長
期
課
題

2016年12月8日　Ｈ5エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

2017年１０月３０日　H4南エリアタンク設置について実施計画
認可 （原規規発第17１０３０７号）
1,060m3（13基）／1,140m3（38基）
2017年12月28日　一部使用承認（原規規発第1712284号）
・使用前検査終了（51/51基）
・最終検査5月予定

2.5m盤の地下水移送

（予定・実績）
　・地下水移送（１－２号取水口間）（２－３号取水口間）
　（３－４号取水口間）

（実績）
　　　＜３号機T/B屋根＞
　　　　・11/19　ヤード整備開始

現
場
作
業

処理水受タンク増設

現
場
作
業

2019年2月13日
G1エリアタンク設置について実施計画変更申請
G1エリア　1356m3（66基）

2017年10月17日
G1エリアにおける高濃度タンクおよび中低濃度タンク撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第1710171号)

2018年9月10日　Ｅエリアにおける中低濃度タンクの撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第１８0９１０２号)

2017年6月22日　H4北エリアタンク設置について実施計画認可
（原規規発第1706224号）
・使用前検査終了（35/35基）
・最終検査終了（合格証発行待ち）

Ｈ４フランジタンクリプレース工事（堰構築）

Ｈ４北エリアタンク設置

Ｈ４南エリアタンク設置

Ｂフランジタンクリプレース工事（タンク基礎構築、堰構築）

Ｈ５フランジタンクリプレース工事（タンク基礎構築、堰構築）

Ｈ６フランジタンクリプレース工事（基礎構築、堰構築）

Ｈ３フランジタンクリプレース工事（堰構築）

Ｈ５エリアタンク設置

H6（Ⅰ）エリアタンク設置

１、２号機海側ヤードエリア (路盤舗装 等）

１～４号機周辺フェーシング

Ｂエリアタンク設置

Ｈ３エリアタンク設置

ヤード整備工事

３号機タービン建屋

Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置

最終検査日調整中 ＊

Ｇ４南フランジタンクリプレース工事（タンク解体）

Ｅフランジタンクリプレース工事（タンク解体準備）

Ｇ1横置きタンクリプレース工事（地盤改良、タンク基礎新設）

▼ 最終検査

最終検査 ▽

G6フランジタンクリプレース（タンク基礎・堰構築）

G6エリアタンク設置

▽（3,990m3）

(2基）

▼（23,940m3）(18基）
▼工場による検査(2基）

Ｇ1エリアタンク設置

▼（3,600m3）(3基） ▽（2,400m3）(2基） ▽（2,400m3）(2基）

▽最終検査

▽（5,424m3）(4基）
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2019年4⽉25⽇

東京電⼒ホールディングス株式会社

サイトバンカ建屋流⼊箇所調査状況並びに
対策の検討状況



1

これまでの経緯

 サイトバンカ建屋は，陸側遮⽔壁外に位置する３階建ての建屋（地下１階〜地上２階）であり，使⽤済み燃料プール内に収
納されていた放射性廃棄物（チャンネルボックス，制御棒等）を貯蔵する設備を有している。隣接するプロセス主建屋
（PMB）とは，連絡通路にて通じているが，震災後に閉塞されている。

 震災以降，地下⽔流⼊が確認され，地下1階に⽔が滞留しているため，⽔位を監視し，適宜プロセス主建屋へ移送している。
 これまでサイトバンカ建屋の地下⽔流⼊量は約5m3/⽇程度であったが，2018年11⽉中旬から流⼊量が増加傾向を⽰し，約

40m3/⽇まで増加していることを確認。
 建屋内の⽔位を床⾯まで低下し，地下階の調査を実施したところ，壁⾯からの地下⽔流⼊は確認されず，各階のドレンファ

ンネル等の排⽔設備と配管で接続されている地下階にあるサンプタンクへの⽔の流⼊を確認。
 サンプタンクへの流⼊⽔の⽔質分析を⾏い，流⼊⽔は地下⽔の可能性が⾼いと評価。
 3⽉20⽇にサンプタンク内部調査と地下階の未確認ファンネルの調査を実施し，ドレンファンネル系統からタンクへの流⼊

を確認。また，北⻄予備室に残⽔を確認。



2

サイトバンカ建屋ドレンファンネル調査状況
 サイトバンカ建屋各階の調査対象ドレンファンネルならびに調査結果を以下に⽰す。

 調査対象のドレンファンネル全部で116箇所あり，現在までに42箇所について⽬視による現場調査を実施した。調査を
実施した42箇所のドレンファンネルについては，流⼊が確認されなかった。

 １，２階について，⼀部のドレンファンネルは，設置エリアの雰囲気線量，または周辺機器の設置状況から，調査でき
ていないが，各階とも⽔の溜まっている箇所はなく流⼊源の可能性は低いと判断。

 地下1階のドレンファンネルについて，未調査箇所が19箇所存在するが，そのうち10箇所は直接⽬視できなかったもの
の，周辺に⽔がないことを確認。

 残りの9箇所については，再度⽔抜きを実施し，エリア②については直接確認，残⽔が存在しているエリア①について
は，更に残⽔を⽔抜きし⽔位変動の有無確認を実施。（4⽉19⽇実施）

項⽬ 地下1階 中地下階 1階 2階 合計
調査対象 30箇所 2箇所 42箇所 42箇所 116箇所
直接⽬視より流⼊無 11箇所 2箇所 17箇所 12箇所 42箇所
流⼊無判断箇所 周辺に⽔無※3 10箇所 － 8箇所 10箇所 28箇所
未調査 未確認※1 9箇所 － － － 9箇所
直接⽬視不可（周辺に⽔無）※2 － － 17箇所 20箇所 37箇所
総合評価より流⼊なし 21箇所 2箇所 42箇所 42箇所 107箇所

※1 雰囲気線量による滞在時間の制約等により確認出来ていない箇所を含む ※2 ⾼線量及び周辺機器の設置状況から確認出来ない箇所 ※3 機器ドレンファンネル3箇所含む

エリア①

３箇所

エリア②

６箇所

：残水有未確認箇所

：未確認箇所



2019年4⽉19⽇ サイトバンカ地下階残⽔箇所調査結果（エリア①）

3

:残⽔有未確認箇所

⽔抜前
⽔位：約40mm

⽔抜後
⽔位：約5mm

⽔抜後6時間後
⽔位：約5mm

■残⽔の⽔抜を実施し，6時間後の⽔位変動を確認
・⽔位の上昇及び⽔の流れがないことから，流⼊エリアでは

なく，ファンネルが詰まっているエリアと推定。
※１ｍ3/h相当の流⼊があれば，⽔位は6時間で約40mm上昇

・ファンネルは⼲渉物と堆積したスラッジにより
確認できず。

⽔位計設置場所



2019年4⽉19⽇ サイトバンカ地下階の未確認ファンネル調査結果（エリア②）

4

:未確認箇所

ファンネル① ファンネル② ファンネル③

ファンネル④ ファンネル⑤ ファンネル⑥

■当該エリアのファンネル（6箇所）を⽬視確認
・ファンネルへの流⼊がないことを確認。



調査結果まとめと流⼊量増加要因の絞込み

5

流⼊量増加要因 流⼊経路 調査内容 調査状況 調査結果 可能性

①地下⽔

建屋壁⾯の⻲裂 地下1階の壁⾯を⽬視確認 完了 壁⾯からの漏⽔はなし ×

基礎部の⻲裂
地下１階の床⾯を⽬視確認 直接・間接的に

確認済 ⽬視できた箇所については，⻲裂等なし ×

ドレン配管埋設部の確認 未調査 確認⽅法検討中 △

ダクト・配管貫通部損
傷

図⾯，⽌⽔記録確認
⽬視確認（地下1階）

図⾯・記録は確
認済
⽬視確認済

図⾯・記録上及び⽬視にて⽌⽔処理を確認
図⾯未記載箇所はなし（関係者に聞き取り） ×

②SARRYⅡ系統
⽔

系統⽔の漏えい 弁の開閉，ならびに系統の
接続状況の確認 完了 系統とドレンファンネルの接続なし ×

ろ過⽔・補給⽔系の漏
えい

弁の開閉，ならびに系統の
接続状況の確認 完了 ろ過⽔の元弁が閉まっている ×

移送・受⼊ラインの漏
えい

図⾯，ならびに現場の配管
敷設状況を確認 完了 流⼊経路なし ×

③サイトバンカ
プール⽔ ライナードレン

・流⼊量増加の前後のプー
ル⽔位を⽐較
・地下１階のライナードレ
ンを⽬視確認

完了 ・2018年11⽉以前からプール⽔位の変動なし
・ライナードレンに⽔の動きなし ×

④プロセス主建
屋滞留⽔

壁⾯閉塞部からの漏え
い

滞留⽔の放射能濃度・⽔質
を⽐較 完了 放射能濃度が⼤幅に乖離 ×

移送配管からの漏えい 滞留⽔の放射能濃度・⽔質
を⽐較 完了 放射能濃度が⼤幅に乖離 ×

⑤旧補給⽔系統

純⽔系 ⽌⽔処理の状況を⽬視確認 完了 配管切断・閉⽌済 ×
洗浄⽔系 ⽌⽔処理の状況を⽬視確認 完了 配管切断・閉⽌済 ×
消⽕栓⽤配管系 ⽌⽔処理の状況を⽬視確認 完了 配管撤去済 ×
⽔処理系 ⽌⽔処理の状況を⽬視確認 完了 配管撤去済 ×
MUWC系 ⽌⽔処理の状況を⽬視確認 完了 配管切断・閉⽌済 ×

 想定される流⼊量増加要因と現在までの調査結果を以下に⽰す。
 現在までの調査結果から，流⼊量増加要因は地下⽔である可能性が最も⾼いと評価している。
 また，ファンネル⼝を経由して流⼊する経路は確認出来なかった。
 サンプタンクへの流⼊は継続しており，ドレン配管埋設部を経由して流⼊していることは確実な

ことから，ドレン配管埋設部の調査及び⽌⽔⽅法の検討を同時に進めている。

×：増加要因ではない△：可能性あり
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流⼊箇所絞り込み及び⽌⽔⼯程（案）

実施事項 4⽉ ５⽉ ６⽉ 7⽉

地下階⽔抜
調査

ドレン配管閉塞
モックアップ準備

モックアップ充填

地下1階
ドレン配管
⼀部閉塞

閉塞効果確認・
流⼊箇所調査

充填・⽌⽔

⾮破壊による流⼊
箇所絞込検討

今後の流⼊箇所絞り込みと⽌⽔処理についての⼯程案を以下に⽰す。
■地下1階ドレン系統の配管の⼀部を閉塞することで系統を分断し、流⼊箇所の絞り込みを⾏う。

配管の充填は不可逆であること，ドレン配管には詰まりが想定されること，流⽔下での充填となるこ
と等を加味して，複数の充填剤や充填⽅法をモックアップで試験し，実効性が確認出来た後，現地施
⼯を⾏う。

■また，ドレン配管閉塞モックアップと並⾏し，⾮破壊による流⼊箇所絞り込み⽅法の検討も進める。

流⼊箇所特定できず

流⼊なし流⼊の有無を確認

確認期間中、
流⼊がなければ、対策完了

緊急契約⼿続

⼀部充填

仮設⼯事他

導⼊可否
判断

地下階⽔抜 地下階⽔抜 地下階⽔抜

実現性確認・検討

架台・配管類・⼿配施⼯

導⼊可否判断※

現場調査・流⼊箇所絞込

※⾮破壊による絞込が導⼊可能であれば，配管⼀部閉塞をホールド

現場事前調査

地下階⽔抜

充填・⽌⽔

流⼊箇所絞込
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ドレン配管充填（案）
N

地下１階平⾯図（ドレン配管図）

BF-001

BF-002

BF-003

BF-009

BF-010

BF-011

BF-008

BF-004
BF-005

BF-006

BF-007

BF-013

BF-015

BF-014

BF-019

BF-017

BF-016 BF-021

BF-018

BF-020

BF-022

BF-024

BF-023

BF-027
BF-028

BF-029

BF-026

機器除染場

BF-025BF-012

充填材
注⼊箇所
候補

予備室(北)

ｼｬﾜｰﾄﾞﾚﾝ
ﾀﾝｸ室

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
ｴﾘｱ ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟ

ﾀﾝｸ室

除染場

貯蔵ﾌﾟｰﾙ

予備室(南)

廊下(⻄)

廊下(東)

ﾌﾟｰﾙ⽔循環ﾎﾟﾝﾌﾟ室

前室

貯蔵ﾌﾟｰﾙ

凡例
床ﾌｧﾝﾈﾙ
堰(H=100)

階段

階段
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ドレン配管充填（案）

B1F

B1F



【参考】サイトバンカ建屋について

9 なお，2017年3⽉から，サイトバンカ建屋2階にて，第三セシウム吸着装置（ＳＡＲＲＹⅡ）の設置⼯事を開始し，
現在調整運転を実施している。

サイトバンカ建屋の位置

サイトバンカ建屋概略構造と排⽔系統図

陸側遮⽔壁



【参考】2019年3⽉20⽇ サンプタンク内部調査結果

10

サンプタンク概略構造図

番号 接続系統 流⼊ 判断根拠

① キャスク除染ドレン
他

無 ・⽬視にて配管周辺の
⽔の動きなし確認

② サンプポンプドレン 無 ・⽬視にて流⼊なし確認
・上流にて閉塞済

③ サンプポンプ循環⽔ 無 ・⽬視にて流⼊なし確認
・接続配管閉塞済

④ ライナーリークドレ
ン

無 ・⽬視にて流⼊なし確認
・上流で流⼊なしを確認

⑤ プール排⽔ 無 ・⽬視にて流⼊なし確認

⑥ 連絡ダクトドレン 無 ・⽬視にて流⼊なし確認
・接続配管閉塞済

⑦ 各階ドレンファンネ
ル
（集合管φ100A）

有 ・配管からの流⼊を確認

サンプタンク接続系統

 オーバーフローが確認されたサンプタンクは，接続された7本の配管により，各階のドレンファンネルへの流⼊⽔や，設備・
系統のドレンが集⽔される構造。

 タンク内の⽔抜きを実施し，内部調査を実施したところ，接続配管⑦から，指2本分の流⼊を確認。
現在確認されている建屋流⼊量と同程度と評価。

 接続配管①は，⽔抜き後のサンプタンク底⾯部（スラッジ有り）に⽔の動きがないことから流⼊なしと判断。
 接続配管②③⑥は，内部調査時の⽬視にて配管からの流⼊がないこと、サンプタンクより上流で配管の閉塞を確認。
 接続配管④は，内部調査時の⽬視にて配管からの流⼊がないこと、サンプタンクより上流で流⼊がないことを⽬視で確認。
 接続配管⑤は，内部調査時の⽬視にて配管からの流⼊がないことを確認。

サンプタンク概略断⾯図



【参考】サイトバンカ建屋滞留⽔の分析結果について
 サイトバンカ建屋滞留⽔，ならびにサイトバンカ建屋への流⼊に関連している可能性がある⽔の放射能濃度・成分の分析結果

を下記に⽰す。
 サイトバンカ建屋滞留⽔は，⾼温焼却炉建屋・プロセス主建屋滞留⽔と⽐べ，放射能濃度は低い。
 ⽔質（pH，Cl，Mg，Ca）について，サイトバンカ建屋滞留⽔と陸側遮⽔壁内外のサブドレン⽔は，同程度である。
 福島第⼀原⼦⼒発電所の構内で使⽤されているろ過⽔は，他の⽔に⽐べ，塩化物イオン（Cl）濃度が低い。
 集中環境施設廃棄物系共通配管ダクト⽔は，サイトバンカ建屋滞留⽔に⽐べ，ｐHが⾼い。
 サイトバンカ建屋北⻄予備室残⽔について，放射能濃度はサンプタンク流⼊⽔と同程度であるが， Cl，Mg，Caが⾼い。

11

試料名称 試料採取⽇
total-β H-3 Cs-134 Cs-137 ｐH Cl Mg Ca

Bq/L - ppm

サイトバンカ建屋滞留⽔ 2019/02/05 7.1E+04 2.1E+02 5.1E+03 6.0E+04 - 65 - -
サイトバンカ建屋滞留⽔
（サンプタンク流⼊⽔） 2019/02/21 2.7E+05 6.7E+02 2.0E+04 2.4E+05 7.4 130 24 48

サイトバンカ建屋滞留⽔
（サンプタンク流⼊⽔） 2019/03/20 4.0E+05 4.8E+03 3.1E+04 3.8E+05 7.2 60 26 48

サイトバンカ建屋滞留⽔
（北⻄予備室残⽔） 2019/03/20 5.9E+05 1.6E+03 4.3E+04 5.3E+05 6.8 1,100 178 88

⾼温焼却炉建屋滞留⽔ 2019/01/18 6.1E+07 2.1E+06※1 4.1E+06 4.9E+07 7.9 190 - 19
プロセス主建屋滞留⽔ 2018/09/11 9.4E+07 2.5E+06※1 8.7E+06 9.0E+07 7.7 540 - 30

陸側遮⽔壁内サブドレンピット
（No.208） 2019/02/04 2.0E＋01 1.7E+02 <4.8E+00 1.3E+01 7.2 38 12 56

ろ過⽔タンクNo.2 2019/01/22 - - - - 7.6 4 - -
陸側遮⽔壁外サブドレンピット

（No.133） 2019/02/25 2.0E+01 <1.3E+02 <4.8E+00 <4.2E+00 7.0 14 12 42

集中環境施設廃棄物系
共通配管ダクト⽔ 2019/03/12 4.4E+01 <1.2E+02 4.3E+E00 3.8E+01 12.1※2 150※2 10※2 160※2

※1 2018/4/10に採取した試料の分析結果 ※2 2019/3/ 7に採取した試料の分析結果
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【参考】2018年12⽉21⽇ サイトバンカ建屋地下１階調査

地下1階の壁，特に事故直後
に補修した壁や開⼝部閉⽌箇
所からの漏⽔の有無を確認。
→漏⽔は確認されなかった。

プール（A） プール（B）
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【参考】2019年2⽉20,21⽇ サイトバンカ建屋地下１階調査

ファンネル

ファンネル

ファンネル ライナーリークドレン ファンネル

プール（A） プール（B）
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【参考】2019年3⽉5⽇ サイトバンカ建屋2階調査結果

ファンネルファンネル

ファンネル

レールトレンチ

ファンネル

ファンネル

ファンネル

ファンネル

ファンネル

 2019年3⽉5⽇に，⽬視でサイトバンカ建屋2階のドレンファンネルを確認した。

 流⼊箇所は確認されなかった（⼀部のドレンファンネルは，設置エリアの雰囲気線量，周辺の機器配置状況から，
⽬視不可）。



【参考】配管系統からの漏洩有無確認

15
壁⾯閉⽌部 配管切断部

サイトバンカ建屋中地下階



サイトバンカ建屋外部貫通部について，震災後に⽌⽔を実施した箇所及びSARRYⅡ
設置⼯事により追設された箇所について洗い出し，現場調査を実施した。調査結果
は以下の通り。

【参考】外部貫通部調査箇所について（１／２）

実震災後に⽌⽔を実施した箇所
No 場所 系統 名称 確認日 現場確認結果

1 ＳＢ建屋北 ＳＢ 連絡ﾀﾞｸﾄﾄﾞﾚﾝ配管 3/6 流入なし
2 ＳＢ建屋北 ＳＢ ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟ出口配管 3/6 流入なし
3 ＳＢ建屋北 ＨＳＤ ｼｬﾜｰﾄﾞﾚﾝ配管 3/6 流入なし
4 ＳＢ建屋東 ＩＡ 計装用空気配管 3/6 流入なし
5 ＳＢ建屋東 ＳＡ 所内用圧縮空気配管 3/6 流入なし
6 ＳＢ建屋東 ＭＵＷＣ 洗浄水配管 3/6 流入なし
7 ＳＢ建屋東 ＭＵＷＰ 純水配管 3/6 流入なし
8 ＳＢ建屋東 ＨＳ 蒸気配管 3/6 流入なし
9 ＳＢ建屋東 ＨＳＣＲ 蒸気戻り配管 3/6 流入なし

10 ＳＢ建屋東 ＨＳＣＲ 蒸気戻り配管 3/6 流入なし
11 ＳＢ建屋北 ＳＡ 所内用圧縮空気配管 3/6 流入なし
12 ＳＢ建屋東 ＬＣＷ 機器ﾄﾞﾚﾝ配管 3/6 流入なし
13 ＳＢ建屋東 ＭＵＷＣ ｷｬｽｸﾋﾟｯﾄﾄﾞﾚﾝ配管 3/6 流入なし
14 ＳＢ建屋東 ＳＢ 床ﾄﾞﾚﾝ配管 3/6 流入なし
15 ＳＢ建屋北 ＭＵＷＣ 除染水配管 3/6 流入なし
16 ＳＢ建屋北 ＳＢ ﾃｽﾄ水補給配管 3/6 流入なし
17 ＳＢ建屋北 ＦＰ 消火系配管 3/6 流入なし



【参考】外部貫通部調査箇所について（２／２）
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SARRYⅡ設置⼯事に伴い追設した箇所

No 場所 系統 名称 確認日 現場確認結果
1 SB建屋西側 ろ過水 ろ過水配管 2/20 流入なし
2 SB建屋西側 SARRYⅡ SPT接続配管 2/20 流入なし
3 SB建屋西側 SARRYⅡ SPT接続配管 2/20 流入なし
4 SB建屋西側 SARRYⅡ SPT接続配管 2/20 流入なし
5 SB建屋西側 SARRYⅡ 逆洗用水ﾗｲﾝ配管 2/20 流入なし
6 SB建屋西側 SARRYⅡ SPT接続配管 2/20 流入なし



東京電⼒ホールディングス株式会社

硫化⽔素検出に伴う溶接型タンクの内⾯点検結果及び今後のタンク計画について

2019年4⽉25⽇
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１．概要と時系列

 多核種除去設備⼊⼝にてストロンチウム(Sr)処理⽔の定例サンプリングを実施した
ところ、濁りと異臭を確認した。これを受け、溶接型タンク内のSr処理⽔をサンプ
リングしたところ、浮遊性物質（不溶解性鉄を含む）濃度が⾼いことを確認し、タ
ンク内部から硫化⽔素が検出された。

＜時系列＞
・2018年 8⽉27⽇：多核種除去設備⼊⼝⽔の定例サンプリング時に、⼊⼝⽔の濁り

および異臭を確認。9〜10⽉にかけて濁りおよび異臭の調査に
向けた分析計画を検討。

・2018年10⽉30⽇：G3-E1タンク内部にて硫化⽔素が50ppm以上で滞留しているこ
とを確認。不⽤意に当該エリアタンクを開放しないよう協⼒企業
含む発電所内に周知。
※タンク天板上の作業エリアでは10ppm未満を確認。

・2018年11⽉１,5⽇：濁りおよび異臭を確認後の分析計画をもとに11⽉に⼊り当該
タンクSr処理⽔をサンプリングし、⽔質分析を実施したところ
浮遊性物質の濃度が⾼いことを確認。
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２．調査⽅針

 当該タンクにおいて浮遊性物質濃度が⾼いことから、その沈殿物の下部が嫌気性環
境となり、硫化⽔素を⽣成しやすい環境となっている可能性がある。

 硫化⽔素に起因する全⾯腐⾷については、タンク側⾯および天板の⾁厚測定の結果
、問題ないことを確認しているが、念のため、今後タンク１基の⽔抜きを⾏い、タ
ンク内⾯の調査を⾏うとともに、硫化⽔素発⽣の原因調査等を実施していく。

対応 内容 実施時期

① 硫化⽔素発⽣箇所
の追加調査

硫化⽔素を⽣成しているSr処理⽔について
調査するため，各タンク群から代表のタン
クを選定し，硫化⽔素濃度測定を実施

2018年12⽉
➝ 実施済み

② タンク内部の
状況調査

①の調査結果を踏まえて，調査対象タンク
1基を選定し，⽔抜きを実施し，タンク内
⾯の腐⾷進⾏の有無について確認する。
また，タンク底部において多量の沈殿物に
より嫌気性環境となり，硫化⽔素を⽣成しやす
い環境を形成していないか確認する。

2019年1⽉開始
➝ 今回報告

③ 浮遊性物質の
処理検討 浮遊性物質の処理⽅法について検討する。 2019年3⽉中

➝ 今回報告



塩化第⼆鉄侵⼊経路図

３-1．タンク内部の状況調査に伴う、硫化⽔素発⽣の原因について
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① 既設ROにて注⼊し，マルチメディアフィルター(以下MMF)で除去している塩化第⼆鉄による凝集沈殿物
(クラッド)が，MMF詰まり時の逆洗によりRO濃縮⽔側に移送され，Sr処理⽔の⼀時貯留タンクへ移送。

② Sr処理⽔の⼀時貯留タンクは，運⽤上，Sr処理⽔の受⼊/払出を繰り返し⾏うことから，徐々にタンク底
部に塩化第⼆鉄による凝集沈殿物(クラッド)が堆積し，嫌気性環境が形成。

③ 硫酸塩還元細菌(SRB)による有機物分解が促進し，硫酸塩が硫化物イオンへ還元され，硫化⽔素を⽣成。

ＭＭＦ廃液
受槽

RO
装置

RO濃縮⽔側
（Sr処理⽔）

ＲＯ処理⽔側（淡⽔）

SARRY/KURION
の処理⽔ RO濃縮⽔

受タンク

塩化第⼆鉄
2kg/d程度

MMF逆洗⽔（逆洗1回/6hr）

Sr処理⽔
⼀時貯留タンク

廃液受槽については
底部の濁りは未確認

底部のクラッド等の堆積，

および濁りを確認

2019/2/19採取

廃液受槽底部水外観
2019/2/19採取

RO濃縮水受タンク底部水外観

2019/2/12採取

D-C1タンク底部水外観RO装置内の塩化第二鉄による

凝集沈殿物(クラッド)と判断

硫化⽔素発⽣の原因
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3-2．タンク内部の状況調査に伴う、代表タンクの内⾯点検結果

内⾯状況
タンク底⾯部かき傷等の部位

かき傷
（深さ1.7mm）

水膨れ
剥がれ

タンク底⾯

タンク側⾯

剥がれ
（深さ 1.4mm）

引っかき傷

 G3エリアの⽔質分析結果から，浮遊物質濃度が⾼く，硫酸塩還元細菌が⽐較的多いG3-E5タンクを内部点検
の代表タンクとして選定

 Ｇ３－Ｅ５タンクの底部スラッジを回収し、内⾯の⽬視点検を実施
 底⾯部に建設時に付いたと推定される引っかき傷の周辺にかき傷（最⼤深さ1.7mm）、塗装剥がれ等を

確認。⼜、側⾯部には塗装の剥がれ等は確認されなかった。
 尚、硫化⽔素が確認されなかった隣接タンク（Ｇ３－Ｆ４）の点検結果と⽐べても⼤きな差異はなかった。
 塗装の剥がれ箇所（腐⾷箇所）を確認した結果、⿊⾊の硫化鉄⽪膜が付着していなかったことから硫酸塩

還元細菌の影響はないと判断。⼜、建設時の影響と推定される塗装剥がれ箇所の腐⾷速度は0.26mm／
年であり、通常の炭素鋼の腐⾷速度0.3mm以下／年と同等程度であることを確認。

上記点検結果を踏まえ、今後、他のＳｒ処理⽔を貯留している溶接型タンクについても⽔抜き後に内⾯点検及び
かき傷等の補修塗装を⾏い、引き続き運⽤していく。



４．浮遊性物質の処理について（硫化⽔素発⽣防⽌対策）
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 安全確保のため硫化⽔素発⽣防⽌を⽬的として以下を実施する。
 塩化第⼆鉄による凝集沈殿物(クラッド)は、運⽤上、Ｓｒ処理⽔の受⼊/払出を繰
り返し⾏っている⼀時貯留タンク（運⽤タンク）に堆積し易く、タンク内のスラッ
ジ中に含まれていると考えられるため、全ての運⽤タンクについてスラッジを回収
する。
対象タンクエリア：Ｇ３、Ｊ１、Ｋ１、Ｋ２、Ｈ８、Ｄエリア

 尚、ＡＬＰＳ処理⽔を貯留する溶接型タンクは、受⼊/払出を繰り返す運⽤タンク
ではないこと、また、クロスフローフィルタやメッシュフィルタ等にて粒⼦が捕捉
されていることから、塩化第⼆鉄による凝集沈殿物（クラッド）がタンク底部に多
量に堆積することはなく、硫化⽔素発⽣要因である嫌気性環境が形成されることは
ない。過去にクロスフローフィルタが損傷した際にALPS処理した処理⽔タンクに
ついても短期間であることから嫌気性環境が形成されるほど多量のクラッドが堆積
することはない。



５．代表タンク内⾯点検結果に伴う、他エリア溶接型タンクへの影響
（かき傷による対策）
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 Ｇ３－Ｅ５タンク内⾯点検で確認した底⾯部の深さ1.7mmのかき傷について、板厚余裕代
9mm（公称板厚12mm－必要板厚３ｍｍ）より問題は無いが、念のため補修塗装を⾏う。

 その他の溶接型タンク（貯留⽔：Ｓｒ処理⽔、ALPS処理⽔）底板の板厚余裕代は、
９ｍｍ ➝ Ｇ３、Ｇ１南、Ｈ１〜Ｈ６、Ｈ８、Ｂ、Ｊ１〜Ｊ９、Ｋ１エリア
19mm ➝ Ｇ１南、Ｈ４南エリア
22mm ➝ Ｄ、Ｇ７、Ｈ４南、Ｋ２〜Ｋ４エリア

であり、⼀番⼩さい板厚余裕代はＧ３－Ｅ５タンクと同じ9mmとなることから、同様の
かき傷があっても問題はない

・現状、かき傷による漏えいの影響は無い
・Ｓｒ処理⽔を貯留している溶接型タンクは今後のALPS処理計画に合わせて、⽔抜き
後に内⾯点検を進める
・ALPS処理⽔を貯留している溶接型タンクは今後の⻑期点検計画の中で⽔抜きによる
内⾯点検⼜は⽔中カメラ等による内⾯点検を進める



7

 ⽔バランスシミュレーションの⾒直しにあたり，考慮した作業⼯程等は以下のとおり。
 硫化⽔素対策／タンク内⾯補修の作業⼯程
・タンク底部の点検／補修を実施するための残⽔処理
・硫化⽔素の発⽣原因となるタンク底部のクラッドを回収
・塗装の剥がれや膨れ，かき傷等の補修

 上記を踏まえ，運⽤タンクのうち，今後，ALPS処理⽔タンクとして再利⽤するタンクは
105基あることから，全体として約1年程度の作業が必要と想定

６．硫化⽔素対策及びタンク内⾯補修等の作業⼯程

 なお，再利⽤する溶接型タンクの内⾯には放射性物質の残留物が付着しているため，その影
響により，注⼊したALPS処理⽔の放射能濃度より⾼くなる可能性がある。

※今後の各タンクの点検結果及び補修作業の進捗により⾒直す可能性あり。

1週間／4基を想定※

1週間／4基を想定※

残水処理作業

内容 日数

サイドマンホール開放 1日

タンク内散水洗浄 2日

クラッド回収 2日

サイドマンホール復旧 1日

補修塗装作業

内容 日数

ケレン 2日

補修塗装 2日

乾燥 2日

膜厚／板厚測定 1日



 硫化⽔素対策及びタンク内⾯点検・補修⼯程を考慮した今後のタンク計画は下図の通り。
 ALPS処理⽔貯槽容量は，2020年12⽉末時点で約134万m3確保可能（変更なし）。
 再利⽤分の溶接型タンク内のSr処理⽔※1の処理完了時期は，2020年8⽉頃※2の⾒込み。
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７．硫化⽔素対策等を踏まえた今後のタンク計画について
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万 ⾒直し前の再利⽤⼯程による増加 約134万m3

運⽤タンク
約2.5万m3

⾒直し後の再利⽤⼯程による増加

Sr処理⽔処理完了時期※1,2

2019/9頃⇒2020/8頃

変更前 変更後

※1：運⽤タンク内のSr処理⽔は除く。
※2：タンク底部の残⽔除く。
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８．フランジ型タンク/溶接型タンクの運⽤状況

 今後，運⽤タンクは，⽇々の⽔処理に必要な約2.5万m3を残し，残りの約9.7万m3はALPS処理⽔の貯留タ
ンクとして再利⽤予定。再利⽤分の溶接型タンク内のSr処理⽔の処理完了時期は，2020年8⽉頃の⾒込み。

 フランジ型タンクの淡⽔についても，現在Sr処理⽔を貯留中の溶接型タンクを再利⽤する計画。タンクの
再利⽤にあたり，硫化⽔素対策及びタンク内⾯点検・補修⼯程を踏まえ，2019年8⽉頃より溶接型タンク
へ移送開始し，2019年9⽉頃に移送完了する⾒込み。

＜ タンク⽔⼀覧 ＞
対象 設備容量 ステータス 処理完了時期

フランジ型
タンク

Sr処理⽔ 残⽔
（約0.2万m3）

完了
（⼀部残⽔処理中） 2018年11⽉17⽇

ALPS処理⽔ 残⽔
（約0.2万m3）

完了
（⼀部残⽔処理中） 2019年3⽉27⽇

淡⽔
(⼀時貯留タンク)

約1.2万m3

[12基]
2019年8⽉頃より

溶接タンクへ移送予定※ 2019年9⽉頃

溶接型
タンク

Sr処理⽔

運⽤タンク
(⼀時貯留タンク)

約2.5万m3

[24基] 運⽤中 －

上記以外の運⽤タン
ク（再利⽤タンク）
⇒ALPS処理⽔タンク
として再利⽤予定

約9.7万m3

[105基]
2018年12⽉より
⽔抜き実施中 2020年8⽉頃※

ALPS処理⽔ 約103.1万m3

[763基] 貯留中 －

時期
⾒直し

2019.4.4時点

時期
⾒直し

※第64回廃炉・汚染⽔対策チーム会合／事務局会議(2019.3.28)時点
フランジ型タンクの淡⽔「2019年5⽉頃より移送予定」，溶接型タンクの再利⽤分のSr処理⽔「2019年9⽉頃完了」



８．まとめ
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 タンク内部の状況調査結果より、「硫酸塩還元細菌の関与により、通常よりも腐⾷
速度が⼤きくなっている現象」は無いものと判断される。

 タンクエリアでの作業安全を確保する必要があるため、今後、硫化⽔素の発⽣防⽌
対策を順次実施していく。
 再利⽤タンク（Ｓｒ処理⽔をALPS処理後、ALPS処理⽔を貯留）は、タンク内のスラッジ
（塩化第⼆鉄による凝集沈殿物を含む）を除去する。

 Sr処理⽔の⽔抜き前は、該当タンク周辺では引き続き、必要時以外の⽴ち⼊りを制限する
など安全を確保しながら作業を実施する。

 ALPS処理⽔貯槽容量は，2020年12⽉末時点で約134万m3確保可能（変更なし）。

 再利⽤分の溶接型タンク内のSr処理⽔の処理完了時期は，2020年8⽉頃の⾒込み。

 フランジ型タンクの淡⽔は，2019年8⽉頃より溶接型タンクへ移送開始し，2019
年9⽉頃に移送完了する⾒込み。



11

 10⽉30⽇時点でG3-E1タンク内部にて硫化⽔素が50ppm以上で検出されました
が、12⽉13⽇に、同タンクにて再度測定したところ、硫化⽔素は検出されません
でした。（硫化⽔素はタンク⽔に溶解するとともにベントラインから徐々に拡散
されたものと考えている。）

試料名称 試料採取⽇

pH（⽔素
イオン指
数）_結
果

Cl(塩
素、塩素
イオン)_
結果

Cl(塩
素、塩素
イオン)_
単位

SS(浮遊
性物質)_
結果

SS(浮遊
性物質)_
単位

COD(化
学的酸素
要求量）
_結果

COD(化
学的酸素
要求量）
_単位

SO4（硫
酸イオ
ン，硫酸
濃度）_
結果

SO4（硫
酸イオ
ン，硫酸
濃度）_
単位

Na（ナト
リウム）
_結果

Na（ナト
リウム）
_単位

Fe（ク
ラッド、
不溶解性
鉄）_結
果

Fe（ク
ラッド、
不溶解性
鉄）_単
位

TOC(全
有機炭
素)_結果

TOC(全
有機炭
素)_単位

硫酸塩還
元細菌数
_結果

硫酸塩還
元細菌数
_単位

Sr処理⽔タンク-K2-B1中層 2018/10/22 7.9 560 mg/L <1 mg/L <1 mg/L 260 mg/L 370 mg/L 0.04 mg/L 1.7 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-K1-D1中層 2018/10/22 7.8 700 mg/L <1 mg/L <1 mg/L 320 mg/L 450 mg/L 0.006 mg/L 2.2 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-J1-B1中層 2018/10/26 8.4 950 mg/L <1 mg/L <1 mg/L 240 mg/L 570 mg/L 0.3 mg/L 1.1 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-H8-A1中層 2018/10/25 7.6 700 mg/L <1 mg/L <1 mg/L 150 mg/L 390 mg/L 0.4 mg/L 1.3 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-H8-B1中層 2018/10/25 7.8 850 mg/L <1 mg/L <1 mg/L 200 mg/L 480 mg/L 1.5 mg/L 2 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-D-B1中層 2018/10/26 8 1000 mg/L <1 mg/L <1 mg/L 240 mg/L 630 mg/L 0.003 mg/L 1.6 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-G3-E1上層 2018/11/1 7.1 1000 mg/L 3 mg/L 4 mg/L 360 mg/L 730 mg/L 0.25 mg/L 17 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-G3-E1下層 2018/11/1 7.1 1000 mg/L 110 mg/L 3 mg/L 370 mg/L 730 mg/L 26 mg/L 17 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-G3-F1中層 2018/11/2 7.4 1100 mg/L <1 mg/L <1 mg/L 360 mg/L 660 mg/L 1.6 mg/L 2 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-G3-G1上層 2018/11/5 7.1 950 mg/L 1 mg/L 2 mg/L 340 mg/L 570 mg/L 0.88 mg/L 6 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-G3-G1下層 2018/11/5 7.1 900 mg/L 580 mg/L <1 mg/L 340 mg/L 570 mg/L 120 mg/L 4.9 mg/L 0 CFU/mL

Sr処理⽔タンク-G3-H1中層 2018/11/1 7.9 110 mg/L <1 mg/L <1 mg/L 54 mg/L 81 mg/L 0.14 mg/L 0.7 mg/L 0 CFU/mL

【参考】溶接型タンク内ストロンチウム処理⽔の分析結果
（2018.12.27 チーム会合/事務局会議資料再掲）

※ 硫酸塩が存在し、かつ、⼗分な酸素が供給されない環境（嫌気性環境）下では、バクテリアによる
有機物分解が促進します。この分解により硫酸塩が硫化物イオンへ還元され、硫化⽔素を⽣成します。

※ バクテリア（硫酸塩還元細菌）の調査は測定⽅法を⾒直し再度実施予定。
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【参考】硫化⽔素が発⽣が無く硫酸塩還元細菌が検出されないタンク（G3-F4）
の内⾯点検結果（2019.2.28チーム会合/事務局会議再掲）

スラッジ

 昨年12⽉、溶接型タンク（G3エリア-E1タンク）内部で硫化⽔素の発⽣を確認（12/12プレス済）
 対応状況
 G3エリアタンクの⽔質分析結果から、代表タンクとして、浮遊物質濃度が⾼く、硫酸塩還元細菌が⽐較

的多いG3-E5タンクを選定（次⾴参照）
 G3-E5タンクの⽔の移送先確保のため、近接するG3-F4タンクの⽔抜きを実施した（当該タンクでは硫化⽔

素は確認されていない）。
 G3-F4タンク底部のスラッジを回収した後，内⾯の⽬視点検を実施した結果，全体的に塗装は健全で

あったが、底⾯部にかき傷、ブリスター（⽔膨れ）および溶接⾯の塗装剥がれを確認した。今後、当該
箇所の補修塗装を実施する。

 3⽉に、G3-E5タンクの⽔抜き・内⾯点検を実施予定

スラッジ回収前 スラッジ回収後

タンク底⾯

タンク側⾯

かき傷（約5cm）

水膨れ

剥がれ
（約1cm）



【参考】内⾯点検代表タンク選定について（2019.2.28 チーム会合/事務局会議再掲）
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 G3エリア各タンク底部⽔について，SS(浮遊物質)
濃度および硫酸塩還元細菌数を確認する為にサン
プリングを実施

↓
 G3-E5タンク底部⽔において，浮遊物質濃度が⾼
く、硫酸塩還元細菌数が⽐較的多い状況を確認

↓
 G3-E5タンクの内⾯点検を計画

試料名称 pH Cl
[mg/L]

SS
[mg/L]

SO4
[mg/L]

Feクラッド
[mg/L]

S
[%]

TOC
[mg/L]

硫酸塩還元
細菌数

G3-E1 7.5 1000 41 330 7.5 77 16 軽

G3-G1 7 1100 90 360 27 3.8 4.3 なし

G3-F1 7.4 1400 53 390 16 3.8 1.8 なし

G3-E5 7.4 1200 110 330 32 32 2.6 強

G3-D8 8 1400 2 190 1.2 6.9 0.8 なし

G3-E10 7.4 1000 38 350 11 8.2 3.8 なし

G3-F10 7.6 1400 72 450 22 3.8 7 なし

G3-F9 7.7 1700 67 450 19 2.6 1.9 なし

G3-G7 7.8 1000 30 290 13 4 2.4 軽

G3-G4 7.4 1000 73 290 25 5.1 2.7 中

G3-E2 G3-F2 G3-G2 G3-G3

G3-D7 G3-D8 G3-E8 G3-E9 G3-F9

G3-D6 G3-D9 G3-E7 G3-E10 G3-F8

G3-D5 G3-E5 G3-E6 G3-E11 G3-F7

G3-D4 G3-E4 G3-F4 G3-F5 G3-F6 G3-G6

G3-D3 G3-E3 G3-F3 G3-F11 G3-F10 G3-G5

G3-D1 G3-E1 G3-F1 G3-G1 G3-G9 G3-G8

G3-G7

G3-G4G3-D2

増設ALPS処理水 雨水

Sr処理水 受払タンク

青枠：底部サンプリング箇所

タンク名称
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【参考】福島第⼀で運⽤中のその他フランジ型タンクの使⽤状況

貯留⽔の種類 タンク種別 基数 公称容量[m3] 供⽤開始時期 今後の使⽤予定

5,6号滞留⽔
処理⽔

5,6号Fエリア
（Ｈ,Ｉ,Ｊタンク） 21 299×3

508×18 2011/5

パトロール等を実施し継続使⽤予定
2020年度に基数及び保有⽔量を低減させる
予定
低減後も使⽤を継続するタンクは底板及び側
板フランジ部の予防保全を実施済

5,6号Fエリア
（Ｂタンク※2） ４ 110×4 2011/5 パトロール等を実施し2019年度に運⽤停⽌

するまで継続使⽤予定

5,6号Fエリア
（Ｃタンク） ７ 160×5

200×2 2011/5 パトロール等を実施し継続使⽤予定
底板及び側板フランジ部の予防保全を実施済

RO処理⽔
（淡⽔）

処理⽔バッファタンク
（炉注⽤） 1 1,000 2011/6 パトロール等を実施し2019年度に溶接型タ

ンクにリプレースするまで継続使⽤予定

⾬⽔

⾬⽔回収タンク 9 600✕9 2014/3
パトロール等を実施し継続使⽤予定
第⼀段側板フランジ部の予防保全を実施済
⾬⽔回収タンク9基及びモバイルROユニット
前後の5基は運⽤停⽌し，溶接型タンクを利
⽤予定
淡⽔化ROユニット前後の5基は，溶接型タン
ク化⼜は撤去等を実施予定

モバイルROユニット
・⾬⽔受⼊タンク
・処理⽔タンク

2
3

600✕5 2014/5

淡⽔化ROユニット
・⾬⽔受⼊タンク
・処理⽔タンク

2
3

600✕5 2014/5

ALPS
処理⽔

既設ALPSサンプルタ
ンク 4 1,100 2013/4 パトロール等を実施し継続使⽤予定

第⼀段側板フランジ部の予防保全を実施済

地下⽔
パイパス

地下⽔バイパス⽤サ
ンプルタンク 9 1,000 2012/12 パトロール等を実施し継続使⽤予定

第⼀段側板フランジ部の予防保全を実施済



東京電⼒ホールディングス株式会社

タンク建設進捗状況

2019年4⽉25⽇
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ALPS処理水貯槽容量

ALPS処理水保有水量

Sr処理水貯槽容量

Sr処理水保有水量

1-1．タンク容量と貯留⽔量の実績と想定
⽔バランスシミュレーション（サブドレン他強化＋陸側遮⽔壁の効果）

1

実績 想定



2

1-2．貯留⽔量の想定に⽤いる地下⽔他流⼊量の想定条件と⾄近の実績

⽔バランスシミュレーションの前提条件
 サブドレン＋陸側遮⽔壁の効果を⾒込んだケース

項目＼年月 201６年度 201７年度 201８年度 201９年度 20２０年度

地下水他流入量の推移（a+ｂ）

a．建屋への地下水流入量等

（雨水、その他移送量含む）

b．2.5m盤からの建屋移送量

サブドレン他強化＋陸側
遮水壁効果

サブドレン他強化＋陸側
遮水壁効果

サブドレン他強化＋陸側
遮水壁効果

400

300

(m3/日)

200

100

0

0

0

100

100

200

200

300

300

400
(m3/日)

400
(m3/日)

サブドレン水位低下に伴う
地下水ドレンくみ上げ量減

サブドレン水位低下に伴う減

至近４週間（3/21～4/18）の実績
約100m3/日



2.溶接タンク建設状況
タンクリプレースによる溶接タンク建設容量の計画と実績は以下の通り（〜2020年3⽉）

溶接タンク容量の確保計画と実績（全体）
計画

（2020.12時点）
実績

（2019.3.28時点）
タンク容量確保⽬標
：約440m3/⽇

（2019/4〜2020/12）
［建設・再利⽤合計］タンク総容量 約1,365千m3 ※1 約1,084.6千m3 ※2

※1：Sr処理⽔⽤タンクからALPS処理⽔⽤タンクとして再利⽤する分（約97千m3），⽇々の⽔処理に必要なSr処理⽔⽤タンク
（約24.7千m3）を含む

※2：⽇々の⽔処理に必要なSr処理⽔⽤タンク（約24.7千m3）を含む

3

溶接タンク建設は順調に進捗しており、2018年度は約15万m3の容量を確保出来た。
2019年度は引き続き約13万m3の溶接タンクを建設する計画。

溶接タンクの⽉別建設計画と実績 下線 は計画 単位：千m3

年度 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ ⼩計

2018 4.8 10.5 23.7 13.9 3.6 8.7 19.4 14.4 15.2 12.7 12.3 11.0 150.2

2019 26.9 14.1 29.5 13.1 6.6 5.3 4.0 2.6 4.0 5.3 7.9 9.3 128.5

※訂正：第64回廃炉・汚染⽔対策チーム会合／事務局会議(2019.3.28)資料「タンク建設進捗状況」のP3において，”タンク容量
確保⽬標”の算定において既設のSr処理⽔⽤タンク容量（24.7千m3）を考慮していなかった。誤記を以下のように訂正いたします。
 (誤) タンク容量確保⽬標：約470m3/⽇（2019/3〜2020/12）［建設・再利⽤合計］
 (正) タンク容量確保⽬標：約430m3/⽇（2019/3〜2020/12）［建設・再利⽤合計］



2-2．タンク建設進捗状況

4

エリア 全体状況

Ｂ 2017/1/30フランジタンクの解体作業着手。2017/9/11フランジタンク全20基解体・撤去完了

外周堰等撤去した範囲よりタンク基礎を構築中。2018/9/18 タンク設置開始

Ｅ フランジタンクの解体作業中

Ｈ３ 2017/5/29フランジタンクの解体作業着手。2017/9/５フランジタンク全11基撤去完了。タンク基礎の切削を完
了し、タンク基礎構築完了。2018/6/22 タンク設置開始。2019/1/22タンク設置完了

Ｈ５ 201７/1/23 H5エリアフランジタンクの解体作業着手

2018/3/15 Ｈ５北エリアフランジタンクの解体作業着手

2018/4/5 H5エリアタンク設置開始

2018/6/28 Ｈ５，Ｈ５北フランジタンク解体・撤去完了

基礎構築・タンク設置実施中

H６ 2017/3/28 地下貯水槽No.5（Ｈ６北の北側）撤去作業着手

2017/6/26 地下貯水槽No.5撤去完了

2017/9/11 H6エリアフランジタンクの解体作業着手

2018/2/16 H6北エリアフランジタンクの解体作業着手

2018/9/12 H6エリアタンク設置開始

2018/9/20 H6・H6北フランジタンク解体・撤去完了

基礎構築・タンク設置実施中

Ｇ６ 2017/11/20 フランジタンクの解体作業着手

2018/7/12 フランジタンク解体完了

2019/1/14 タンク設置開始 地盤改良・基礎構築・タンク設置中

Ｇ１ 2019/2/27 鋼製横置きタンク撤去完了

2019/4/1 タンク設置開始

地盤改良・基礎構築・タンク設置実施中

Ｇ４ 2018/9/13 Ｇ４南フランジタンクの解体作業着手

2019/3/21 G4南フランジタンク解体・撤去完了



2-3．実施計画申請関係

5

エリア 申請状況

Ｂ リプレースタンク44基分：2018/6/28 実施計画変更認可

Ｅ タンク解体分： 2018/9/10 実施計画変更認可

Ｈ３ リプレースタンク10基分：2018/8/23 実施計画変更認可

Ｈ５，H６ H5エリア，H6(Ⅰ)エリア リプレースタンク４３基分：2018/5/31 実施計画変更認可

H6(Ⅱ)リプレースタンク24基分：2018/8/23 実施計画変更認可

Ｇ６ タンク解体分：2017/10/30 実施計画変更認可

リプレースタンク38基分：2018/7/20 実施計画変更申請，2018/11/28，12/14，2/19 実施計画補正申請

2019/2/25 実施計画変更認可

Ｇ１ G1南エリア リプレースタンク23基分：2018/2/20 実施計画変更認可

G1エリア リプレースタンク66基分：2019/2/13 実施計画変更申請

Ｇ４ Ｇ４南エリア リプレースタンク26基分：2019/2/13 実施計画変更申請

C タンク解体分：2018/7/23 実施計画変更申請，2018/11/6，2019/1/8，2/5 実施計画補正申請

2019/2/13 実施計画変更認可



【参考】タンクエリア図
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東京電⼒ホールディングス株式会社

サブドレン他⽔処理施設の運⽤状況等
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1-1．サブドレン他⽔処理施設の概要

1

【集⽔設備】地下⽔のくみ上げ 【浄化設備】くみ上げた地下⽔の浄化 【移送設備】⽔質確認・排⽔

・設備構成

・ピット配置図

：横引き管

2512

8
9

40

45 212 213

203

201

202

205 206

207 208 209 Ｎ10
211

214
215

210

1号機 T/B

1号機
R/B

204

2号機 T/B

2号機
R/B

3号機
R/B

3号機 T/B

4号機
R/B

4号機 T/B

2627

23

19
20
21
22

33

52

18
51

5553

5632 5931

34

24

58

※ ピット増強(Φ２０cm→Φ１００cm）供⽤開始

※

※ ※※

※

※

※

※
※

※

※

※

サブドレン

地下⽔
ドレン

集⽔タンク
⼀時貯⽔タンクのサンプリング、排⽔設備

処理装置
供給タンク

処理装置
供給ポンプ

P P

処理装置
加圧ポンプ

前処理設備
（ＲＯ装置）※1

P P

1
B

2
B

3
B

4
B

A系統

B系統 前処理
フィルタ

（前処理フィルタ）
・浮遊物質除去
・セシウム粗取り
・ストロンチウム粗取り

（吸着塔）
・セシウム，ストロンチウム吸着
・アンチモン吸着
・重⾦属吸着

1
A

2
A

3
A

4
A

1
B

2
B

3
B

4
B

5
B

処理装置
供給タンク

処理装置
供給ポンプ

処理装置
加圧ポンプ前処理

フィルタ 吸着塔

吸着塔

1
A

2
A

3
A

4
A

5
A

ﾀｲﾗｲﾝの設置予定

30 57

37
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山側・海側サブドレン（Ｌ値設定）

山側Ｌ値設定 海側Ｌ値設定

 サブドレンピットNo.30,37,57を復旧し、2018年12⽉26⽇より運転開始。
 ⼭側サブドレンＬ値をT.P.5,064 から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。

実施期間：2015年9⽉17⽇〜
Ｌ値設定：2019年4⽉11⽇〜 T.P.850 で稼働中。

 海側サブドレンＬ値をT.P. 4,064 から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。
実施期間：2015年10⽉30⽇〜
Ｌ値設定：2019年4⽉11⽇〜 T.P. 850で稼働中。

 ⾄近⼀ヵ⽉あたりの平均汲み上げ量：約276m3（2019年3⽉22⽇15時〜2019年4⽉21⽇15時）
※稼働率向上検討、調査のため、No.205：2019年04⽉11⽇〜 Ｌ値をT.P.1,500に変更。

No.206：2019年04⽉11⽇〜 Ｌ値をT.P.1,200に変更。
No.207：2019年04⽉11⽇〜 Ｌ値をT.P. 850に変更。
No.208：2019年04⽉11⽇〜 Ｌ値をT.P.1,150に変更。

※No.205,208はサンプリングを実施するためL値を変更。

1-2．サブドレンの運転状況（２４時間運転）

2

⽔
位

（
T.

P.
）

［
ｍ

］

2019/4/22（現在）



1-3．⾄近の排⽔実績

3

＊NDは検出限界値未満を表し、（ ）内に検出限界値を⽰す。
＊運⽤⽬標の全ベータについては、10⽇に１回程度の分析では、検出限界値を １ Bq/Lに下げて実施。
＊浄化前⽔質における全ベータ分析については、浄化設備の浄化性能把握のため週⼀回サンプリングを実施。

 サブドレン他浄化設備は、2015年9⽉14⽇に排⽔を開始し、2019年4⽉22⽇までに967回⽬の排⽔を完了。
 ⼀時貯⽔タンクの⽔質はいずれも運⽤⽬標（Cs134=1, Cs137=1, 全β＝3, H3＝1,500(Bq/L)）を満⾜して

いる。

排⽔⽇ 4/10 4/18 4/19 4/20 4/22
⼀時貯⽔タンクNo. C G E F H

浄化後
の⽔質
(Bq/L)

試料
採取⽇ 4/5 4/13 4/14 4/15 4/17

Cs-134 ND(0.50) ND(0.68) ND(0.57) ND(0.83) ND(0.48)
Cs-137 ND(0.68) ND(0.53) ND(0.71) ND(0.63) ND(0.58)

全β ND(2.4) ND(0.74) ND(2.5) ND(2.7) ND(2.2)
H-3 790 830 800 790 720

排⽔量（m3） 542 506 526 503 798

浄化前
の⽔質
(Bq/L)

試料
採取⽇ 4/3 4/11 4/7 4/9 4/13

Cs-134 7.1 5.7 5.8 ND(8.4) 7.1
Cs-137 77 74 87 72 110

全β － － － 240 －
H-3 950 940 870 890 830



【参考】 建屋への地下⽔ドレン移送量・地下⽔流⼊量等の推移

4



【参考】建屋への流⼊量とサブドレン⽔位について

5

グラフのデータは、建屋への⾬⽔・地下⽔流⼊量は週データを元に⽉平均で算出。
サブドレン⽔位は、時間データを元に⽉平均で算出。

 サブドレン稼働によりサブドレン⽔位がT.P. +3.0mを下回ると、建屋への流⼊量も150m3/⽇を下
回ることが多くなっているが、降⾬による流⼊量の増加も認められる。



【参考】建屋への流⼊量と⽔位差（建屋内⽔位とサブドレン⽔位）について

6
グラフのデータは、建屋への⾬⽔・地下⽔流⼊量および建屋内⽔位は週データを元に⽉平均で算出。
⽔位差は、建屋内⽔位およびサブドレン⽔位の⽉平均値より算出。

 建屋内⽔位とサブドレン⽔位の⽔位差が2mを下回ると、建屋への流⼊量も150m3/⽇を下回ること
が多くなっているが、降⾬による流⼊量の増加も認められる。



2-1．１/２号機排気筒周辺トリチウムの濃度上昇への対応

7

 サブドレンの設定⽔位を段階的に下げて運⽤してきたところ、2018年3⽉頃から⼭側サブドレンの⼀部
について告⽰濃度の範囲内でトリチウム濃度の上昇が確認された。

 1/2号機排気筒を介して地盤へ浸透した⾬⽔がサブドレンによる地下⽔位低下により移流・拡散したもの
と推定した。（ 1/2号機排気筒ドレンサンプピットの溢⽔防⽌対策は2016年9⽉に完了）。

 このため、濃度の⾼いトリチウムの移流・拡散抑制対策を⽬的として、濃度が上昇したサブドレンの設
定⽔位を⾼くする運⽤を⾏うとともに、1/2号排気筒周辺の⽔ガラスによる地盤改良を実施し、2019年
2⽉に完了した。

トリチウム濃度 [Bq/L]
●：<1✕103 ●：1✕103〜5✕103

●：5✕103〜1✕104 ●：1✕104〜1.5✕104

●：>1.5✕104

※増強206,207についてはピット切り替え前

206

204
203

8
9

208

17

18

19

20

陸側遮⽔壁

K排⽔路

ドレンサンプピット

2R/B

1R/B
1Rw/B

2Rw/B

FSTR15

16

SFP循環冷却設備

増強206

207

20

増強207

205

※2018のサンプリングデータ（最⼤値）
【凡例】

φ1000ピット，●φ200ピット
閉塞ピット， 未復旧ピット
観測井・リチャージ井
地盤改良範囲(Ⅰ期⼯事；実施済み）
地盤改良範囲（Ⅱ期⼯事；必要に応じて実施予定）

【サブドレンの設定⽔位（4/18時点)】

地盤改良⼯事前の設定⽔位
地盤改良

現状の設定⽔位
※１浄化装置関連の不具合（前処理フィルタ前の処理設備供給ポンプの差圧上昇）

対応のため⼀時停⽌中（不具合解消、ＳＤ稼働再開調整中）

※1



北側 南側

2918/11/6
地盤改良完了

2019/2/6
地改良完了

2-2．１/２号機排気筒周辺トリチウムの濃度上昇への対応

8

 現在、設定⽔位を上げて運⽤していたサブドレンの⽔位を段階的に低下させており（下記図参照）、現
時点の設定⽔位は濃度上昇時と同程度だが、現状、⾼濃度のトリチウムは検出されていない。
引き続き⽔質を監視しながら周辺⽔位と同等まで⽔位を低下させていく計画である。

2918/11/6
地盤改良完了

2019/2/6
地改良完了
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陸側遮⽔壁の状況

2019年4⽉25⽇

東京電⼒ホールディングス株式会社
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1-1 地中温度分布図（１号機北側）

（温度は4/23 7:00時点のデータ）

※当⽇⽔位︓TP+3.7（物揚場⑤）

︓TP+5.0

︓TP+7.4

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

▽Co-2︓TP+9.7
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1-2 地中温度分布図（１・２号機⻄側）

（温度は4/23 7:00時点のデータ）

︓TP+9.7

︓TP+10.0 ︓TP+8.4

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

︓TP+10.4
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1-3 地中温度分布図（３・４号機⻄側）

（温度は4/23 7:00時点のデータ）

︓TP+8.0

▽Co-5D︓TP+8.4
︓TP+7.4

▽Co8︓TP+5.5

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位
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1-4 地中温度分布図（４号機南側）

（温度は4/23 7:00時点のデータ）

満潮位相当（TP+2.9）

当⽇⽔位︓TP+1.3（RW20）

︓TP+5.5 ︓TP+4.8

︓TP+1.2

▽Co7D︓TP+8.0

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

︓TP+4.8
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1-5 地中温度分布図（３・４号機東側）

（温度は4/23 7:00時点のデータ）

︓TP+1.3︓TP+1.2︓TP+1.3

︓TP+1.4 ▽RW24︓TP+1.3︓TP+1.3

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

▽RW27︓TP+2.3

▽RW20︓TP+1.2
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1-6 地中温度分布図（１・２号機東側）

（温度は4/23 7:00時点のデータ）

︓TP+2.3︓TP+2.1▽RW29︓TP+2.3

︓TP+2.4︓TP+2.3

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

▽RW26︓TP+1.3

▽RW31︓TP+2.4
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・地下⽔位は4/22 7:00時点のデータ

2-1 地下⽔位・⽔頭状況（中粒砂岩層① 海側）



2-2 地下⽔位・⽔頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層⽔頭① 海側）

9
・地下⽔位は4/22 7:00時点のデータ
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2-3 地下⽔位・⽔頭状況（中粒砂岩層② ⼭側）

10

・地下⽔位は4/22 7:00時点のデータ



2-4 地下⽔位・⽔頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層⽔頭② ⼭側）

11

・地下⽔位は4/22 7:00時点のデータ
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■ 維持管理運転対象全49ヘッダー管（北側11，南側8，東側15，⻄側15）のうち、
8ヘッダー管（北側1，南側4，東側3，⻄側0）にてブライン停⽌中。

【全体 8／49ヘッダー ブライン停⽌中】

-凡 例-
︓ブライン停⽌中の区間（凍結管単位を含む）
︓ブライン循環運転中の区間

維持管理運転全⾯展開

(凍結中) 25-6S

3 維持管理運転の状況（4／22 7︓00現在）
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【参考】 維持管理運転の⽅法について

15

10

5

0

-5

-10

-15

-20

測
温

管
位

置
で

の
地

中
温

度
（

℃
） 凍⼟造成運転

（ブライン循環）
維持管理運転

（停⽌）（再循環）（再停⽌）（再循環）

ブライン再循環の管理基準値

ブライン再循環停⽌の管理基準値

この線に戻ると凍⼟厚が増加①

②
③

＜維持管理運転の制御ポイント＞
①︓維持管理運転へ移⾏
②︓ブライン再循環 ・・・測温点のうちいずれか1点で地中温度-2℃以上※

③︓ブライン循環再停⽌・・・全測温点-5℃以下※，かつ全測温点平均で地中温度-10℃※以下

 維持管理運転時の地中温度イメージ
・維持管理運転に移⾏後（①），ブライン再循環の管理基準値（②）とブライン再循環

停⽌の管理基準値（③）を設定し，地中温度をこの範囲で管理する。

-2

＊ブライン停⽌および再循環の管理基準値は，データを蓄積して⾒直しを⾏っていく。
＊急激な温度上昇や局所的な温度上昇が確認された場合には，個別に評価を⾏い
維持管理運転の運⽤⽅法を再検討する。
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量
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³/
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）

稼働サブドレンピット数全サブドレンピット数︓42基（~018.12.25),45基（2018.12.26〜）

445 473 409 392 447 463 513 439 468 438 386 512 514 411 451 539 528 482 522 497 600 513 567 520 388 326 320 441 315 399 490 402 478 482 447 287 250 192 208 290 281

169 174 234 147 199 198 201 160 303 387 227 167 137 157 125 118 125 128 135 139 124 120 316 139 78 83 120 152 92 128 130 128 160 154 96 73 55 54 49 64 65

52.5 88.5 21.5 21.5 132.5 79.5 173.5 13.5 356.5 309.0 35.5 62.0 40.5 41.0 12.0 81.0 70.0 117.0 127.5 131.0 128.0 141.5 416.0 12.5 18.0 39.5 0.0 173.5 72.0 131.0 129.0 104.0 170.5 177.5 63.5 29.0 14.0 5.0 8.5 93.0 29.0

平均︓

平均︓

平均︓

第⼀段階
フェーズ1開始

（3/31） 第三段階開始
（8/22）

第⼀段階
フェーズ2開始

（6/6）

第⼆段階Ⅰ
開始（12/3）

第⼆段階Ⅱ開始
（3/3）

※1︓〜4/17
※2︓〜4/22

※1

※1

※2

建屋流⼊量（建屋への地下⽔･⾬⽔流⼊量）およびサブドレンくみ上げ量は，陸側遮⽔壁（⼭側）の閉合進展
に伴い減少し，建屋流⼊量は2017年12⽉に約71m3/⽇，サブドレンくみ上げ量は2018年2⽉25⽇にサブドレ
ン全基稼働状態で約300m3/⽇となった。 現状では降⾬量が少ないこともあり減少傾向ではあり、建屋への流
⼊量は約70m3/⽇、サブドレンくみ上げ量は約280m3/⽇となっている。

【参考】1F降⾬と建屋への地下⽔流⼊量・各くみ上げ量の推移
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1F降⾬
陸側遮⽔壁（⼭側）⼭側観測井⽔位（平均）
注⽔井・観測井（閉合範囲内全平均）
サブドレンピット内⽔位（全平均）
建屋⽔位（制御⽤⽔位計全平均）
サブドレン設定⽔位（ポンプ稼働下限値）

第⼀段階フェーズ1
凍結開始（3/31）

第⼀段階フェーズ2
凍結開始（6/6）

第⼆段階Ⅰ（⻄①・⻄⑤）
凍結開始（12/3）

第⼆段階Ⅱ
（北・⻄②・⻄④・南）凍結開始（3/3）

第三段階Ⅱ
（⻄③）凍結開始（8/22）
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【参考】サブドレンによる地下⽔位制御性の向上
 サブドレン信頼性向上対策の⼀部実施完了（配管単独化 等）により，サブドレンによる建屋周辺地下⽔位の制御性が向上し，ピット内⽔位

をポンプ稼働設定⽔位の範囲内にほぼ制御出来ている。
 １／２号機排気筒周辺のH-3濃度が上昇しており，サブドレンの稼働を抑制している。
 2017年10⽉の台⾵21号の際には，短期的⼤⾬により建屋周辺地下⽔位の上昇および建屋流⼊量の想定以上の増加が確認されたが2018年の

台⾵では，降⾬量が少ないこともあり，2017年のような現象は確認されていない。

(3/3)

(8/22)

※データ 〜4/17

※データ 〜4/17
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16

第⼀段階
フェーズ1開始

（3/31）
第三段階開始

（8/22）

第⼀段階
フェーズ2開始

（6/6）
第⼆段階Ⅰ

開始（12/3）

第⼆段階Ⅱ開始
（3/3）

T.P.+2.5m盤
※データ 〜4/22

【参考】T.P.+2.5m盤くみ上げ量と陸側遮⽔壁の海側および埋⽴て地⽔位の推移
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【参考】凍結開始前と現状の陸側遮⽔壁海側(T.P.+2.5m盤)の⽔収⽀の評価
• 凍結開始前と現状の陸側遮⽔壁海側(T.P.+2.5m盤)の⽔収⽀を⽐較すると，陸側遮⽔壁海側への地下⽔等供給量は⼤⾬による⼀時的な増加はあるものの，全体としては

陸側遮⽔壁閉合前と⽐較して⼤幅に減少している。
• 減少している要因は，⾬⽔浸透防⽌策（フェーシング等），サブドレン稼働，陸側遮⽔壁（海側）の閉合などの複合効果によるものと考えられる。

海側遮水壁→

C 海側への地下水等供給量※

(算定値)

←陸側遮水壁（海側）

(3) 地下⽔ドレンくみ上げ量
(実績値)

(2) ウェルポイントくみ上げ量
(実績値)

(4) 海側遮⽔壁の透⽔性を
考慮した系外への⽔の移動

(仮定条件)

ウェルポイント↑

地下水ドレン↑

T.P.+2.5m盤の浸透率は，フェーシングを考
慮しフェーズ１開始以降は10%浸透と仮定
陸側遮⽔壁海側〜T.P.+2.5m盤
は55%と仮定
（⾯積）

T.P.+2.5m盤︓約40,000m2

陸側遮⽔壁海側〜T.P.+2.5m盤
︓約25,000m2

（地盤空隙率は0.21と仮定）

(5) 地下水位変動への寄与量
(実測水位データからの算定値)

(正が地下水位上昇)

陸側遮水壁海側の水収支

（収⽀計算は1の位で四捨五⼊している）

(1) 降雨浸透による地下水涵養
(１Ｆの降水量からの算定値)

※ Cは陸側遮水壁海側への供給量を示しており，建屋
屋根の雨水排水など，地下水以外の降雨の影響が一
部含まれた量となっていることから，大雨時にはそ
の影響を強く受けるため，評価方法については今後
見直しを検討する。

[供給量] [支出量]  
C ＝ (1) + (2) + (3) + (4) + (5)

実績値(ｍ3/日） （参考）降水量 陸側遮水壁海側への地下水等供給量C※ (1) (2) (3) (4) (5)
2016.1.1～3.31 1.4 mm/d 310 -40 80 240 50 -20
2018.1.1.〜3.31 2.4 mm/d 50 -40 10 50 30 0

2018.12.1～12.31 0.5mm/d 50 -10 10 30 30 -10

2019.11.1～11.31 0.2mm/d 50 0 10 10 30 0

2019.12.1～12.28 0.3mm/d 40 0 10 10 30 -10

2019.3.1～3.31 3.0mm/d 20 -50 10 30 30 0

(参考）2019.4.1～4.17 1.7mm/d 40 -30 10 30 30 0

（4月分は今後データの更新により増減
する可能性があるため，参考値）
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残差

回帰期間︓2015.11.6〜2016.3.31

回帰期間︓2015.11.6〜2016.3.31

第⼀段階

フェーズ１

凍結開始

2016/3/31

第⼀段階

フェーズ２

凍結開始

2016/6/6

第⼆段階

⼀部閉合(Ⅰ)

凍結開始

2016/12/3

第⼆段階

⼀部閉合(Ⅱ)

凍結開始

2017/3/3

第三段階

凍結開始

2017/8/22

重回帰 ２週平均 4/4 ～ 4/17 ： 350.4
予測 （前週 3/28 ～ 4/10 ： 363.1 )

実績 ２週平均 4/4 ～ 4/17 ： 73.9
（前週 3/28 ～ 4/10 ： 48.3 )

残差 ２週平均 4/4 ～ 4/17 ： -276.5
（前週 3/28 ～ 4/10 ： -314.7 )

重回帰予測︓1,996m3

実績︓1,433m3

181818181818

【参考】陸側遮⽔壁海側 重回帰予測と実績値との⽐較

 陸側遮⽔壁海側エリアへの⽔供給量※を⽬的変量，降⾬の影響が⼤きいと思われる35⽇前までの週間平均降⾬量を説
明変量として，陸側遮⽔壁（海側）の凍結開始以前のデータに基づく重回帰分析を⾏い，実測値と予測値の⽐較を⾏
った。（※︓地下⽔等移動量C＋降⾬涵養量(1) （⽔収⽀計算上の⽀出量である(2),(3),(4),(5)の合算により算定））

 「陸側遮⽔壁海側エリアへの⽔供給量（C+(1)）」について，陸側遮⽔壁（海側）の凍結開始前の⽔供給量をもとに重回帰分
析による予測値と実績値を⽐較すると，陸側遮⽔壁海側エリアへの⽔供給量が280ｍ3／⽇程度減少している。
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• 凍結開始前と現状で陸側遮水壁内側の水収支を比較すると，陸側遮水壁内への地下水等供給量は減少している。

建屋屋根面への降雨(E1r)の行き先には以下があるが，
ここでは一律地盤相当と仮定。今後引き続き見直しを検討

・ 屋根・ルーフドレン破損部から建屋内への直接流入
・ 地盤へ排水
・ ルーフドレンを通じて排水路へ排水

※3 現時点までで，深部透⽔層（粗粒，細粒砂岩）の⽔頭が互層部と同程度で，上部の中粒砂岩層よりも⾼いことから，深部地盤等への移動量Dをゼロとする。
※2 上表は，降⾬浸透率や有効空隙率を仮定して算出しているが，その仮定条件には不確実性が含まれている。

※1 FおよびCは陸側遮⽔壁内側および海側への地下⽔等の供給量を評価したものであるが，現状の評価⽅法では建屋への屋根破損部からの直接流⼊など，地下⽔以外の
影響が⼀部含まれた量となっている。

F = A + B + C + D + （E1 + E1r） + E2

実測に基づく水収支の評価

（建屋流入量には3号機コントロール建屋への流入を反映）

実績値(ｍ3/⽇）

陸側遮⽔壁内側エリア
への地下⽔等供給量
(実測からの推定値)

F※1

＜参考＞
サブドレン
平均⽔位

＜参考＞
⽇平均降⾬量

サブドレン
くみ上げ量
(実測値)

A

建屋流⼊量
(実測からの推定値)

B

陸側遮⽔壁海側への
地下⽔等移動量

C※1,2

(実測からの推定値)

閉合範囲外
への移動量

D※3

降⾬涵養量
(実測からの推定値)
(E1+E1r)※1,2

地下⽔位変動
への寄与量

(実測からの推定値)
E２※1,2

2016.1.1〜3.31 810 T.P.+3.5m 1.4mm/⽇ 420 180 310 0 -(50+30) -20
2018.1.1〜3.31 390 T.P.+1.9m 2.4mm/⽇ 360 120 50 0 -(80+50) 0

2018.12.1〜12.31 240 T.P.+1.6m 0.5mm/d 250 50 50 0 -(20+10) -80
2019.1.1〜1.31 250 T.P.+1.6m 0.2mm/d 190 50 50 0 -(10+0) -30
2019.2.1〜2.28 230 T.P.+1.5m 0.3mm/d 210 50 40 0 -(10+10) -50

2019.3.1〜3.31 280 T.P.+1.5m 3.0mm/d 290 60 20 0 -(110+60) 80
(参考)2019.4.1〜4.17 310 T.P.+1.4m 1.7mm/d 270 60 40 0 -(60+40) 40

【参考】凍結開始前と現状の陸側遮⽔壁内側(T.P.+8.5m盤)の⽔収⽀の評価

4月分は今後データの更新により増減する可能性がある
ため，参考値

（建屋への流入量は，建屋水位計の校正に伴う補正を実施）

280 70
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▽ O.P.+10m

▽ O.P.+4m

タービン
建屋

原子炉
建屋

＜従来＞

【実現象】
建屋屋根面への降雨の一部は建屋周辺の地盤に
浸透している。また，屋根破損部から建屋内に
直接流入している。

建屋屋根面(約40,000m2) ※への降雨は陸側遮水壁外へ排水されると仮定し，対象外としていた。

＜修正後＞ 建屋屋根面(約40,000m2)※への降雨の影響について，地盤浸透相当(浸透率55%)と仮定した供
給量をE1rとして評価し，建屋周辺の地盤への降雨涵養量(式中におけるE1)へ加算することで，
陸側遮水壁内側エリアへの地下水等供給量から控除。ただし，評価方法および適用期間について
は引き続きデータを分析し，その結果を踏まえて見直しを検討。

【収支計算】
建屋屋根面への降雨は陸側遮水壁内側エリ
アへの供給量として計上していない。

T.P.+2.5m

T.P.+8.5m

F = A + B + C + D + E1 + E2

F = A + B + C + D + （E1 + E1r） + E2

※ 建屋屋根面への降雨の行き先には以下があるが
ここでは一律地盤相当と仮定。今後引き続き見
直しを検討。
・ 屋根・ルーフドレン破損部から建屋内への

直接流入
・ 地盤へ排水
・ ルーフドレンを通じて排水路へ排水

精度向上のため，水収支計算を実態に合わせて下記の通り見直し

E1：降雨涵養量
（建屋周辺地盤）

E1r：降雨涵養量（建屋屋根）

E1：降雨涵養量
（建屋周辺地盤）

E1rには建屋損傷部からの直接流入と周辺地盤への
浸透量が含まれる（算出方法は上述）

【参考】⽔収⽀における建屋屋根⾯への降⾬について

20
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回帰期間：2015.11.6～2016.6.9

回帰期間：2015.11.6～2016.6.9

第一段階

フェーズ１

凍結開始

2016/3/31

第一段階

フェーズ２

凍結開始

2016/6/6

第二段階

一部閉合(Ⅰ)
凍結開始

2016/12/3

第二段階

一部閉合(Ⅱ)
凍結開始

2017/3/3

第三段階

凍結開始

2017/8/22

重回帰 ２週平均 4/4 ～ 4/17 ： 966.9
予測 （前週 3/28 ～ 4/10 ： 935.2 )

実績 ２週平均 4/4 ～ 4/17 ： 484.9
（前週 3/28 ～ 4/10 ： 308.6 )

残差 ２週平均 4/4 ～ 4/17 ： -481.9
（前週 3/28 ～ 4/10 ： -626.6 )

重回帰予測︓4,328m3

実績︓4,774m3

重回帰予測︓2,369m3

212121

【参考】陸側遮⽔壁内側 重回帰予測と実績値との⽐較
 陸側遮⽔壁内側エリアへの⽔供給量※を⽬的変量，降⾬の影響が⼤きいと思われる35⽇前までの週間平均降⾬量を説

明変量として，陸側遮⽔壁（⼭側）の凍結開始以前のデータに基づく重回帰分析を⾏い，実測値と予測値の⽐較を⾏
った。 （※︓地下⽔等供給量F＋降⾬涵養量(E1+E1r) （⽔収⽀計算上の⽀出量であるA,B,C,D,E2の合算により算定））

 「陸側遮⽔壁内側エリアへの⽔供給量（F+E1+E1r）」について，陸側遮⽔壁（⼭側）の凍結開始前の⽔供給量をもとに重回
帰分析による予測値と実績値を⽐較すると，陸側遮⽔壁内側エリアへの⽔供給量が480ｍ3／⽇程度減少している。
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【参考】地下⽔位観測井位置図
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2週前の降雨量1週前の降雨量当該週の降雨量

23

【参考】TP2.5m盤への水の供給量（地下水流入＋降雨浸透）の重回帰分析による評価①

陸側遮水壁閉合後における2.5m盤への水の供給量の低減状況の評価として，陸側遮水壁が閉合していなかった場合
の推定供給量（Q）を重回帰分析により推定し，18頁の（C+(1)）と比較した。

重回帰分析に当たっては，目的変量を実績供給量，説明変量を影響が大きいと考えられる当日から35日前までの降水
量（xn）とし，導出される基底量（A）および偏回帰係数（Bn）から，重回帰予測式を下式のように設定した。

推定供給量（Ｑ）の算出（重回帰予測式：2.5m盤）

重回帰分析で求める
偏回帰係数

4週前の降雨量

2.5m盤への
水の推定供給量

A:基底の地下水流入量（重回帰分析により推定） ΣBx：降水量（福島第一原子力発電所内にて観測された実績値）
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【参考】TP2.5m盤への水の供給量（地下水流入＋降雨浸透）の重回帰分析による評価②

供
給
量

時間

残
差

時間

：重回帰予測値（Ｑ）
：実績値（Ｐ）

供給量の減少分

回帰期間
（今回は凍結開始前の期間）

回帰期間
（今回は凍結開始前の期間）

残差（実績値－重回帰予測値）

TP2.5m盤への水の供給量の低減状況の評価の手順は以下のとおり。

① 凍結運転開始前の期間を回帰期間として前頁における式を設定し，陸側遮水壁がない状態におけ
る2.5m盤への水の供給量の予測値（重回帰予測）を算出する。

② 2.5m盤への水の供給量の実績値を算出する（17頁参照）。

③ 残差（実績値－重回帰予測値）の推移から供給量の減少傾向を確認する。

⇒ ③において，残差がマイナス方向に拡大すれば供給量が減少していることを示す。

残差が減少方向に拡大すれば
供給量が減少していることを示す

重回帰予測値と実績値
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【参考】重層的な汚染水対策に伴う汚染水発生量の低減状況

① 建屋への⾬⽔・
地下⽔等流⼊量

陸側遮⽔壁閉合前
（2015年11⽉〜2016年10⽉※1平均）

約220
m3/⽇

陸側遮⽔壁閉合後
（2018年4⽉〜2019年3⽉平均）

約100
m3/⽇

② T.P.+2.5m盤からの
建屋移送量

陸側遮⽔壁閉合前
（2015年11⽉〜2016年10⽉※1平均）

約260
m3/⽇

陸側遮⽔壁閉合後
（2018年4⽉〜2019年3⽉平均）

約10
m3/⽇

③=①+② ⾬⽔や地下⽔に
起因する汚染⽔発⽣量

陸側遮⽔壁閉合前
2015年11⽉〜2016年10⽉※1平均）

約480
m3/⽇

陸側遮⽔壁閉合後
（2018年4⽉〜2019年3⽉平均）

約110
m3/⽇

④ その他移送量※2

陸側遮⽔壁閉合前
2015年11⽉〜2016年10⽉※1平均）

約40
m3/⽇

陸側遮⽔壁閉合後
（2018年4⽉〜2019年3⽉平均）

約60
m3/⽇

⑤=③+④ 汚染⽔発⽣量

陸側遮⽔壁閉合前
2015年11⽉〜2016年10⽉※1平均）

約520
m3/⽇

陸側遮⽔壁閉合後
（2018年4⽉〜2019年3⽉平均）

約170
m3/⽇

150

※2 廃炉作業に伴い発⽣する移送量で
あり，オペレーティングフロアへの
散⽔やトレンチ溜まり⽔の移送，
ALPS薬液注⼊量などを含む。

汚染⽔発⽣量（⾬⽔や地下⽔に起因する汚染⽔発⽣量にその他移送量※2を加えたもの）は，降⾬期を含めた⾄近１年
（2018年4⽉〜2019年3⽉）の平均で約170m³/⽇となっている。

※1 2016.4〜陸側遮⽔壁フェーズ１
開始以降データ含む

汚染⽔発⽣量の低減状況
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（1/3）
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21

Ｈ４エリア周辺（E-1）

全β H-3
全β（検出限界値） H-3（検出限界値）
Cs-134 Cs-137

Bq/L 2017/6/8～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止

1

10

100

1000

10000

100000

1000000

13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21

Ｈ４エリア周辺（E-2）Bq/L
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H4エリア周辺（E-3）全β H-3

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Bq/L
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H4エリア周辺（E-4）Bq/L
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H4エリア周辺（E-6）Bq/L
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H4エリア周辺 （E-5）Bq/L
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H4エリア周辺（E-7）Bq/L

2015/12/21～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止

2018/4/1～ 1回/月採水

2018/4/1～ 1回/月採水

2018/4/1～ 1回/月採水

注：下流地点のため2018/4/1より採取を中断している。

注：下流地点のため2018/4/1より採取を中断している。
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（2/3）
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H4エリア周辺（E-8）全β H-3

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Bq/L

1

10

100

1000

10000

100000

1000000

13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21

H4エリア周辺（E-9）Bq/L
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H4エリア周辺（E-10）Bq/L
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H4エリア周辺（E-12）Bq/L 2017/1/10～ 汚染土壌回収作業のため採取点廃止
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H4エリア周辺（E-11）Bq/L 2015/12/21～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止
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H4エリア周辺（E-13）Bq/L
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H4エリア周辺（E-14）Bq/L

2018/4/1～ 1回/月採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水



3 

 

①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（3/3）
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21

H4エリア周辺（F-1）
全β H-3

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Bq/L 2017/1/10～ 汚染土壌回収作業のため採取点廃止
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Ｈ６エリア周辺（G-1）Bq/L
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Ｈ６エリア周辺（G-2）Bq/L
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Ｈ６エリア周辺（G-3）Bq/L

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/月採水
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②地下⽔バイパス調査孔・揚⽔井の放射性物質濃度推移（1/2）
　地下⽔バイパス調査孔
【全β】

【トリチウム】
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13/1/1 13/5/1 13/8/29 13/12/27 14/4/26 14/8/24 14/12/22 15/4/21 15/8/19 15/12/17 16/4/15 16/8/13 16/12/11 17/4/10 17/8/8 17/12/6 18/4/5 18/8/3 18/12/1 19/3/31

全
β

放
射

能
濃

度
（
B
q/

L
）

地下水バイパス 調査孔 全β放射能濃度推移

調査孔B 全β

調査孔B 全β検出限界以下

調査孔C 全β

調査孔C 全β検出限界以下
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H
-
3
放

射
能

濃
度

（
B
q/

L
）

地下水バイパス 調査孔 トリチウム濃度推移
調査孔B H-3

調査孔B H-3検出限界以下

調査孔C H-3

調査孔C H-3 検出限界以下
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②地下⽔バイパス調査孔・揚⽔井の放射性物質濃度推移（2/2）
　地下⽔バイパス揚⽔井

  （注）
       揚⽔井No.7︓ 2019/4/4,11,18 ポンプ点検により採取中⽌
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放
射

性
物

質
濃

度
(B

q/
L
) 揚水井No.9 H-3

揚水井No.10 H-3

揚水井No.11 H-3

揚水井No.12 H-3
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度
(B

q/
L
) 揚水井No.5 全β 揚水井No.5 全β検出限界値

揚水井No.6 全β 揚水井No.6 全β検出限界値

揚水井No.7 全β 揚水井No.7 全β検出限界値

揚水井No.8 全β 揚水井No.8 全β検出限界値
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放
射

性
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濃

度
(B

q/
L
)

揚水井No.5 H-3 揚水井No.5 H-3検出限界値

揚水井No.6 H-3 揚水井No.6 H-3検出限界値

揚水井No.7 H-3 揚水井No.7 H-3検出限界値

揚水井No.8 H-3 揚水井No.8 H-3検出限界値
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放
射

性
物

質
濃

度
(B

q/
L
)

揚水井No.9 H-3 揚水井No.9 H-3検出限界値

揚水井No.10 H-3 揚水井No.10 H-3検出限界値

揚水井No.11 H-3 揚水井No.11 H-3検出限界値

揚水井No.12 H-3 揚水井No.12 H-3検出限界値

【全β】

【トリチウム】
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) 揚水井No.9 全β 揚水井No.9 全β検出限界値

揚水井No.10 全β 揚水井No.10 全β検出限界値

揚水井No.11 全β 揚水井No.11 全β検出限界値

揚水井No.12 全β 揚水井No.12 全β検出限界値
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③排⽔路の放射性物質濃度推移

（注）
Cs-134,137の検出限界値を見直し（B排水路ふれあい交差点近傍：2016/1/21～、C排水路正門近傍：2016/1/20～）。
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B排水路 ふれあい交差点近傍

（B-0-1）

Cs-137 全β

Cs-137（検出限界値） 全β（検出限界値）

Bq/L
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C排水路正門近傍

（C-0）Bq/L

注：2016/5/4,8/17荒天のため採水できず。2016/10/5水が無いため採水できず。

2014/3/13～ 1回/週採水

2018/3./31～ 上流地点のため廃止

2014/3/13～ 2回/週採水
2018/3/31～ 上流地点のため廃止
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切替C排水路33.5ｍ盤出口

（C-2-1）Bq/L
2014/7/14～ 採水

2017/1/16～ 採取点見直しにより廃止

注：2016/9/30～10/11,13,12/4～8,10～13,17～20水が無いため採水できず。

注：水が無いため採水できない場合がある。至近では2017/10/3～12,11/7～21,28,30,12/5～28,2018/1/2～30,2/1～27,3/1,3/8～20,27,29採水できず。
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Bq/L
C排水路 33.5m盤

Cs-137 全β

Cs-137(検出限界値) 全β(検出限界値)
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④海⽔の放射性物質濃度推移
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南放水口付近

（南放水口から約320ｍ）（T-2）
Cs-134 Cs-137 全β

Cs-134検出限界 Cs-137検出限界 全β検出限界

Bq/L
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南放水口付近

（南放水口から約１．３ｋｍ）（T-2-1）Bq/L
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5,6号機放水口北側

（北放水口から約３０ｍ）（T-1)Bq/L
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北防波堤北側

（T-0-1）Bq/L
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13/8/1 13/12/29 14/5/28 14/10/25 15/3/24 15/8/21 16/1/18 16/6/16 16/11/13 17/4/12 17/9/9 18/2/6 18/7/6 18/12/3

港湾口東側

（T-0-2）Bq/L
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南防波堤南側

（T-0-3）Bq/L

（注）

南放水口付近： 地下水バイパス排水中に検出限界値を下げて分析したものも表示している。
2016/9/15～ 全βの検出限界値を見直し（20→5Bq/L）。
2017/1/27～ 防波堤補修のため南放水口より約330m南の地点から約280m南の地点へ変更。
2018/3/23～ 階段の本設化に伴い南放水口より約320m南の地点へ変更。

北防波堤北側、港湾口東側、南防波堤南側： 全βの検出が増えたため2015/7 /13は第三者機関においても検出限界値を下げて分析したものも表示している。

注：2016/8/20,21,22,30荒天のため採水できず。

注：2016/8/20-23,28,30,31,9/1,2荒天のため採水できず。2016/9/3～護岸が崩落しアクセスが困難なため採水できず。

周辺の河川等の影響を受ける場合がある。
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